


「酒酔い」とは呼気中アルコール濃度0.5mg/ℓ以上、または、アルコールの影響
により正常な運転ができないおそれがある状態をいいます。
なお、「0.5mg/ℓ」未満でも「アルコールの影響により正常な運転ができない
おそれがある状態」と認定されれば「酒酔い運転」となります。  


